
目

次

規

則

○
青
森
県
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqq（
建
築
住
宅
課
）
…
一

告

示

○
介
護
保
険
法
に
よ
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqq（
高
齢
福
祉

保

険

課
）
…
二

○
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の

法
律
に
よ
る
自
立
支
援
医
療
機
関
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
障
害
福
祉
課
）
…
二

○
保
安
林
の
指
定
予
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
林

政

課
）
…
三

○
道
路
の
区
域
の
変
更
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
道

路

課
）
…
三

○
道
路
の
供
用
の
開
始
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
四

○
自
動
車
専
用
道
路
の
指
定
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
四

人
事
委
員
会

○
人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
五
（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（
職

員

課
）
…
四

○
人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
qqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqqq（

同

）
…
四

雑

報

○
平
成
三
十
年
度
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業
団
特
定
事
業
以
外
の

事
業
の
決
算
の
要
領
及
び
令
和
元
年
度
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事

業
団
一
般
管
理
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
ほ
か
一
件
の
要
領
qqqqqq（
新
産
業
都
市

建
設
事
業
団
）
…
五

規

則

青
森
県
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
十
九
号

青
森
県
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
建
築
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
青
森
県
規
則
第
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
戸
籍
謄
本
又
は
戸
籍
抄
本
及
び
法
第
七
条
第
二
号
に
該
当
し
な
い
旨
の
登
記

事
項
証
明
書
（
後
見
登
記
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項

に
規
定
す
る
登
記
事
項
証
明
書
を
い
う
。
）
」
を
「
本
籍
の
記
載
の
あ
る
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
参

考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
」
に
、
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
」
を
「
第
二
号
に
係
る
部

分
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
同
項
第
一
号
」
を
「
第
一
号
」
に
、
「
同
項
第
三
号
」
を
「
第
三

号
」
に
、
「
第
八
条
の
二
第
三
号
」
を
「
第
八
条
の
二
第
二
号
」
に
、
「
又
は
法
」
を
「
若
し
く
は

第
二
項
又
は
法
」
に
、
「
取
消
し
」
を
「
当
該
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
（
法
第
九
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
二
級
建
築
士
若
し
く
は
木
造
建
築

士
又
は
こ
れ
ら
の
法
定
代
理
人
若
し
く
は
同
居
の
親
族
）
は
、
取
消
し
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
失
踪そ
う

」
を
「
失
踪
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中

第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

二
級
建
築
士
若
し
く
は
木
造
建
築
士
又
は
こ
れ
ら
の
法
定
代
理
人
若
し
く
は
同
居
の
親
族
は
、

法
第
八
条
の
二
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
届
出
書
に
、
病
名
、
障
害
の
程
度
、
病
因
、
病
後
の
経
過
、
治
癒
の
見
込
み
そ
の
他
参
考
と

な
る
所
見
を
記
載
し
た
医
師
の
診
断
書
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
第
一
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
前
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
号
中
「
第
七
条
第
三
項
」
を
「
第
七
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
第
九
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
加
え
る
。

青
森
県
報

（毎週月･水･金曜日発行）（ ）1 青 森 県 報 第90号令和元年11月29日 金曜日

第
九
十
号

令
和
元
年

十
一
月
二
十
九
日

（
金
曜
日
）



第
一
号
様
式
中
「戸

籍
謄
本
（
抄
本
）
及
び
登
記
事
項
証
明
書

」
を
「本

籍
の
記
載
の
あ
る
住
民

票
の
写
し

」
に
、
「ち

よ
う
付
し
て

」
を
「貼

付
し
て

」
に
、
「ち

よ
う
付
し
た

」
を
「貼

付
し

た
」
に
、
 

「

を
」

「

に
改

」

め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

青
森
県
告
示
第
四
百
六
十
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
七
十
八
条
第
一
号
の
規
定
に

よ
り
公
示
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

居
宅
サ
ー

ビ
ス
の
種

類

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う

事

業

所

指

定

年
月
日

名
称
又
は

氏

名
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地
又
は
住
所

名

称
所

在

地

株
式
会
社
ネ

ク
サ
ス

黒
石
市
青
山
七
四

の
三

訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

つ
な
が
り

黒
石
市
大
字
牡
丹

平
字
福
民
西
八
八

の
一
三

令
和
元
･一二･
一

青
森
県
告
示
第
四
百
六
十
一
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第

百
二
十
三
号
）
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
立
支
援
医
療
機
関
（
精
神
通
院
医
療
）
を

次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

名

称

所

在

地

指

定

年
月
日

（ ）2青 森 県 報 第90号令和元年11月29日 金曜日

欠格事由

１
後
見
開
始
又
は
保
佐
開
始
の
審
判
（
禁
治
産
又
は
準
禁
治
産
の
宣
告
も
こ

れ
に
該
当
す
る
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
）
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

２
禁
錮 こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
る
と
き
は
そ
の
罪
及
び
刑

あ
る
と
き
は
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
つ
た
日

３
建
築
士
法
の
規
定
に
違
反
し
て
、
又
は
建
築
物
の
建
築
に
関
し
罪
を
犯
し

て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
る
と
き
は
そ
の
罪
及
び
刑

あ
る
と
き
は
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
つ
た
日

４
建
築
士
法
第
９
条
第
１
項
第
４
号
又
は
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
る
と
き
は
そ
の
日

５
建
築
士
法
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の
処
分
を
受

け
、
そ
の
停
止
の
期
間
中
に
同
法
第
９
条
第
１
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
一

級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

業
務
の
停
止
の
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
停
止
の
期
間

い
る
□

い
な
い
□

あ
る
□

な
い
□

年
月

日

あ
る
□

な
い
□

年
月

日

あ
る
□

な
い
□

年
月

日

あ
る
□

な
い
□

年
月
日
か
ら

年
月
日
ま
で

欠格事由

１
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
る
と
き
は
そ
の
罪
及
び
刑

あ
る
と
き
は
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
つ
た
日

２
建
築
士
法
の
規
定
に
違
反
し
て
、
又
は
建
築
物
の
建
築
に
関
し
罪
を
犯
し

て
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
る
と
き
は
そ
の
罪
及
び
刑

あ
る
と
き
は
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
つ
た
日

３
建
築
士
法
第
９
条
第
１
項
第
４
号
又
は
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

一
級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。

あ
る
と
き
は
そ
の
日

４
建
築
士
法
第
１
０
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止
の
処
分
を
受

け
、
そ
の
停
止
の
期
間
中
に
同
法
第
９
条
第
１
項
第
１
号
の
規
定
に
よ
り
一

級
建
築
士
、
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
免
許
を
取
り
消
さ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
。

業
務
の
停
止
の
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
停
止
の
期
間

５
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
二
級
建
築
士
又
は
木
造
建
築
士
の
業
務
を
適

正
に
行
う
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
す
か
。

あ
る
□

な
い
□

年
月

日

あ
る
□

な
い
□

年
月

日

あ
る
□

な
い
□

年
月

日

あ
る
□

な
い
□

年
月
日
か
ら

年
月
日
ま
で

は
い
□

い
い
え
□



保
険
調
剤
薬
局
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

弘
前
店

弘
前
市
大
字
富
田
三
丁
目
四
の
七

令
和
元
･一二･
一

青
森
県
告
示
第
四
百
六
十
二
号

次
の
と
お
り
森
林
を
保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

下
北
郡
風
間
浦
村
大
字
下
風
呂
字
甲
平
ノ
上
六
の
一
・
字
甲
平
ノ
下
二
の
三
（
以
上
二
筆
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係

る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
青
森
県
農
林

水
産
部
林
政
課
及
び
風
間
浦
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

青
森
県
告
示
第
四
百
六
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
青
森
県
県
土
整
備

部
道
路
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

（ ）3 青 森 県 報 第90号令和元年11月29日 金曜日

図
面
番
号

道
路
の

種

類

路
線
名

変

更

の

区

間

変
更
の

前
後
別

敷

地

の

幅

員

敷

地

の

延

長

備
考

１

県

道

三
戸
南
部
線

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
二
日
町
四
五
の
二
か
ら

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
六
日
町
二
ま
で

前

九
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
二
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

一
〇
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

前

九
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

二
一
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

一
一
五
・
七
〇
メ
ー
ト
ル

後

九
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら

一
六
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

一
〇
五
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル

２

県

道

五
所
川
原
岩

木
線

弘
前
市
大
字
折
笠
字
法
立
堂
一
七
の
六
か
ら

弘
前
市
大
字
折
笠
字
宮
川
八
七
の
二
ま
で

前

一
一
・
七
三
メ
ー
ト
ル
か
ら

三
一
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で

一
〇
〇
・
九
七
メ
ー
ト
ル

後

一
一
・
七
三
メ
ー
ト
ル
か
ら

二
〇
・
〇
二
メ
ー
ト
ル
ま
で

一
〇
〇
・
九
七
メ
ー
ト
ル



青
森
県
告
示
第
四
百
六
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
青
森
県
県
土
整
備

部
道
路
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始

の

期

日

県
道
三
戸
南
部
線

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
二
日
町
四
五
の
九
か
ら

三
戸
郡
三
戸
町
大
字
六
日
町
一
の
一
ま
で

令
和
元
･一一･二九

青
森
県
告
示
第
四
百
六
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
自
動
車
の
み
の
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
道
路
の
部
分
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
前

段
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
令
和
元
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
青
森
県
県
土
整
備

部
道
路
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

路

線

名

指

定

す

る

道

路

の

部

分

指
定
す
る
期
日

国
道
二
七
九
号

む
つ
市
大
字
田
名
部
字
上
道
六
九
の
四
か
ら

む
つ
市
大
字
田
名
部
字
斗
南
岡
三
二
の
一
三
〇
ま
で

令
和
元
･一一･二九

人

事

委

員

会

人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
五
（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
五
（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
六
―
一
五
（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

一
条
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
、
非
常
勤
の
職
へ
の
採
用
の
場
合
を
除
き
」
を
削
り
、
「
六
月
間
」
の

下
に
「
（
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
第
四
十
条
第
二
項
に
お

い
て
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
一
月
間
）
」
を
加
え
、
「
す
べ
て
」
を

「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
条
件
付
採
用
期

間
の
開
始
後
一
年
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
職
員
の
任
期
」
と
、
「
六
月
間
」
と
あ
る
の
は
「
一
月

間
」
と
、
「
九
十
日
」
と
あ
る
の
は
「
十
五
日
」
と
す
る
。

第
四
十
一
条
中
「
任
命
権
者
は
」
の
下
に
「
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に

お
い
て
」
を
加
え
、
「
場
合
に
お
い
て
は
」
を
「
と
き
は
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
第
一
号
ウ
中
「
第
七
号
」
を
「
第
九
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

熊

地

貴

志

人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則

（ ）4青 森 県 報 第90号令和元年11月29日 金曜日



人
事
委
員
会
規
則
一
三
―
八
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
五
章
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
五
章

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

（
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
た
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
暇
の
基
準
）

第
二
十
三
条

勤
務
時
間
条
例
第
十
九
条
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、
勤
務
時
間
に
つ

い
て
は
四
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
三
十
八
時
間
四
十
五
分
を
超
え
な
い
範

囲
内
と
し
、
休
暇
に
つ
い
て
は
勤
務
時
間
条
例
及
び
前
章
に
規
定
す
る
休
暇
の
種
類
、
内
容
、
期

間
等
の
範
囲
内
と
す
る
。

第
二
十
四
条

削
除

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

雑

報

青
森
県
事
業
団
公
告
第
六
号

令
和
元
年
七
月
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業
団
理
事
会
第
二
百
二
十
三
回
定
例
会
の
議
を
経
た

平
成
三
十
年
度
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業
団
特
定
事
業
以
外
の
事
業
の
決
算
の
要
領
及
び
令
和

元
年
度
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業
団
一
般
管
理
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
ほ
か
一
件
の
要
領

を
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号
）
附
則
第
三
条
の
規

定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
三
百
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
百
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

令
和
元
年
十
一
月
二
十
九
日

青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業
団

理
事
長

三

村

申

吾

（ ）5 青 森 県 報 第90号令和元年11月29日 金曜日



（ ）6青 森 県 報 第90号令和元年11月29日 金曜日

円
円

円
円

円

円
円

円
円

円
円

平
成
30年
度
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業
団
一
般
管
理
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

歳
入款

項
予
算
現
額

調
定

額
収
入
済
額

不
納
欠
損
額

収
入
未
済
額

予
算
現
額
と
収
入

済
額
と
の
比
較

１
分
担
金
及
び

負
担

金
6,576,000

6,576,000
6,576,000

0
0

0

１
負

担
金

6,576,000
6,576,000

6,576,000
0

0
0

２
繰

越
金

28,376,000
28,376,740

28,376,740
0

0
740

１
繰

越
金

28,376,000
28,376,740

28,376,740
0

0
740

３
諸

収
入

0
308

308
0

0
308

１
預
金
利
子

0
308

308
0

0
308

歳
入

合
計

34,952,000
34,953,048

34,953,048
0

0
1,048

歳
出款

項
予
算
現
額

支
出
済
額

翌
年
度
繰
越
額

不
用

額
予
算
現
額
と
支
出

済
額
と
の
比
較

１
事
業
団
費

34,952,000
5,079,151

0
29,872,849

29,872,849

１
事
業
団
運
営
費

34,952,000
5,079,151

0
29,872,849

29,872,849

歳
出

合
計

34,952,000
5,079,151

0
29,872,849

29,872,849

歳
入
歳
出
差
引
残
額

２
９
，
８
７
３
，
８
９
７
円



（ ）7 青 森 県 報 第90号令和元年11月29日 金曜日

円
円

円
円

円

円
円

円
円

円
円

平
成
30年
度
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設
事
業
団
一
般
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書

歳
入款

項
予
算
現
額

調
定

額
収
入
済
額

不
納
欠
損
額

収
入
未
済
額

予
算
現
額
と
収
入

済
額
と
の
比
較

１
事
業
収
入

357,106,000
357,107,240

357,107,240
0

0
1,240

１
臨
海
収
入

356,224,000
356,224,670

356,224,670
0

0
670

２
市
川
収
入

882,000
882,570

882,570
0

0
570

歳
入

合
計

357,106,000
357,107,240

357,107,240
0

0
1,240

歳
出款

項
予
算
現
額

支
出
済
額

翌
年
度
繰
越
額

不
用

額
予
算
現
額
と
支
出

済
額
と
の
比
較

１
事
業
支
出

357,106,000
356,933,000

0
173,000

173,000

１
臨
海
事
業
費

356,223,000
356,053,000

0
170,000

170,000

２
市
川
事
業
費

883,000
880,000

0
3,000

3,000

歳
出

合
計

357,106,000
356,933,000

0
173,000

173,000

歳
入
歳
出
差
引
残
額

１
７
４
，
２
４
０
円



（ ）8青 森 県 報 第90号令和元年11月29日 金曜日

千円 千円 千円

千円 千円 千円

令和元年度青森県新産業都市建設事業団
一般管理会計補正予算（第１号）

令和元年度青森県新産業都市建設事業団一般管理会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。
（歳入歳出予算の補正）
第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ29,872千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ36,279千
円とする。
２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予
算補正」による。

第１表 歳入歳出予算補正
歳 入

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

２ 繰 越 金 1 29,872 29,873

１ 繰 越 金 1 29,872 29,873

歳 入 合 計 6,407 29,872 36,279

歳 出

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

１ 事 業 団 費 6,407 29,872 36,279

１ 事業団運営費 6,407 29,872 36,279

歳 出 合 計 6,407 29,872 36,279



（ ）9 青 森 県 報 第90号令和元年11月29日 金曜日

千円 千円 千円

千円 千円 千円

令和元年度青森県新産業都市建設事業団
一般事業会計補正予算（第１号）

令和元年度青森県新産業都市建設事業団一般事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。
（歳入歳出予算の補正）
第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ172千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ357,110千円
とする。
２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予
算補正」による。

第１表 歳入歳出予算補正
歳 入

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

１ 事 業 収 入 356,938 172 357,110

１ 臨 海 収 入 356,056 170 356,226

２ 市 川 収 入 882 2 884

歳 入 合 計 356,938 172 357,110

歳 出

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

１ 事 業 支 出 356,938 172 357,110

１ 臨海事業費 356,056 170 356,226

２ 市川事業費 882 2 884

歳 出 合 計 356,938 172 357,110



（ ）10青 森 県 報 第90号令和元年11月29日 金曜日

(発
行
所
・
発
行
人
）

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(印
刷
所
・
販
売
人
）

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
七
十
三
銭


